
第９学年２組 美術科 学習指導案 
 

       日 時 令和７年 10月 31日（金） 

          授業者 江角 哲弥 

 

１ 題 材 名 30秒で創る Myメモリアルストーリー〜映像を使って想いを伝える〜 

       A表現(1)ア(ｱ) (2)ア(ｱ)(ｲ) B鑑賞(1)ア(ｱ) 〔共通事項〕(1)ア、イ 
   
２ 題材の目標 

・形や色彩、動き、光などが感情にもたらす効果や写真・動画の撮影の工夫、造形的な特徴などを基

に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解することができる。        （知識及び技能） 

・Canvaを使用した表現の特性や効果を生かし、自分の想いを伝えるためにカットつなぎや演出など 

の表現方法を追求して、制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもって表すことができる。                                                                  

（知識及び技能） 

・３年間の学校生活で思い入れのある場所や自分の思い出を基に主題を生み出し、写真や動画の撮

影方法、動画全体の演出方法などを考え、心豊かに表現する構想を練ることができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

・映像作品におけるアングルや構図、動きなどの表現の工夫や効果などを感じ取り、作者の心情や表

現の意図と創造的な工夫などについて考えて美意識を高め、見方や感じ方を深めることができる。                              

（思考力、判断力、表現力等） 

・美術の創造活動の喜びを味わい、主体的に主題を生み出し、自分の想いを伝えるためにカットつな

ぎや演出などの動画の編集方法を考えた表現の学習活動に取り組むことができる。 

                               （学びに向かう力、人間性等） 

・美術の創造活動の喜びを味わい、主体的に映像作品における表現の工夫や効果などを感じ取り、作

者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞の学習

活動に取り組むことができる。                 （学びに向かう力、人間性等） 

   

３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①形や色彩、動きや光などが感

情にもたらす効果や写真・動

画の撮影の工夫、造形的な特

徴などを基に、全体のイメー

ジや作風などで捉えることを

理解している。 

②Canvaを使用した表現の特性

や効果を生かし、自分の想い

を伝えるためにカットつなぎ

や演出などの表現方法を追求

して、制作の順序などを総合

的に考えながら、見通しをも

って表している。 

 

①３年間の学校生活で思い入れ

のある場所や自分の思い出を

基に主題を生み出し、写真や

動画の撮影方法、動画全体の

演出方法などを考え、心豊か

に表現する構想を練ってい

る。 

②映像作品におけるアングルや

構図、動きなどの表現の工夫

や効果などを感じ取り、作者

の心情や表現の意図と創造的

な工夫などについて考えて美

意識を高め、見方や感じ方を

深めている。 

①美術の創造活動の喜びを味わ

い、主体的に主題を生み出

し、自分の想いを伝えるため

にカットつなぎや演出などの

動画の編集方法を考えた表現

の学習活動に取り組んでい

る。 

②美術の創造活動の喜びを味わ

い、主体的に映像作品におけ

る表現の工夫や効果などを感

じ取り、作者の心情や表現の

意図と創造的な工夫などにつ

いて考えるなどの見方や感じ

方を深める鑑賞の学習活動に

取り組んでいる。 

 

４ 本時の主張 

 デジタル機器の普及により、映像メディアによる表現が広く扱われるようになっている。美術の学

習において、映像メディアによる表現は、子どもの表現の幅を広げ、様々な表現の可能性を引き出す

ために重要である。また、絵画や彫刻、デザインや工芸作品にはない、動きや場面転換、光の性質に

よる感情の変化など、映像でしか表現することができない価値を見いだすことができ、子どもの見方

や感じ方を深めることにつながる。 

 子どもはこれまで、絵画や彫刻分野で、自分が想像したことや感情などの心の世界を、形や色彩を

工夫して表現してきた。本題材は映像メディアによる表現であるため、形や色彩の視点だけではな

く、映像の再生速度や光の性質によって心理的に受ける印象の違いや、場面転換や演出方法の工夫に



よって映像全体の構成を考えることができる。そのため、絵画や彫刻という、静止した作品では表現

できない、感情の変遷や画面の動きによる場面状況の変化など、自分の想いを伝えるために様々な工

夫をすることができると考える。 

本時(７時間目)では、Canvaを使用して学習を進めていく。３・４時間目に構想を練った絵コンテを

基に撮影した写真や動画を、カットつなぎや演出方法を工夫して表現する。まず、動画編集の際のポ

イントを再確認する時間を設け、自分の想いを表現するためにどのように工夫すると伝わるのかとい

うことを考え直すきっかけとする。その後、５時間目に作成を開始した動画の編集を行う。その際、

「一人で黙々と」「友達と相談しながら」「教員にアドバイスをもらいながら」というように自分で

考えて行うことで、自分に合った制作方法で活動できるようにする。また、電子黒板や大型テレビで

編集途中の動画を映せるようにし、大きな画面で客観的な視点で視聴することで、タブレット端末上

では気付かなかった改善点を発見できるようにする。このように、自由に制作する環境を与えること

によって、子どもが自分の状況に合わせて制作することができ、自立した学びにつながると考える。 

 そして、制作の途中で、「なぜこの演出方法にしたのか」「このストーリーにした意図はなにか」

などと問いかけることによって、子どもが思い描いている主題に沿って、再生速度の違いによる心理

的な変化、画面の色彩加工によって感じる印象の違いなど、様々な工夫をして表現するように促す。

その際、必要であれば写真や動画を追加で撮影しに行ってもよいことを伝えることで、子どもが試行

錯誤しながら制作できる環境を与える。また、友達の作品をクラウドに保存しておき、いつでも自由

に視聴することで、他者参照しながら制作できるようにする。このように、自分の想いを表現するた

めに、様々な視点を考えて制作する姿は、探究的な学びの姿であると考える。 

 

５ 指導と評価の計画（全 11時間 本時７時間目／11時間） 

●学習のねらい・学習活動 知・技 思 態 評価方法・留意点等 

１．鑑賞(２時間) 

 

●教師が制作した映像作品を鑑賞 

したり、文字や音楽がある映像

とない映像を比較鑑賞したり

し、見方や感じ方を深めるとと

もに、形や色彩、動きや光など

が感情にもたらす効果や写真・

動画の撮影の工夫など、全体の

イメージで捉えることを理解す

る。 

・教師が制作した作品を鑑賞し、 

何を表現しているのか、どのよ 

うな想いで制作したのか、形や 

色彩、動きなどの工夫を読み取

り、感じたことや考えたこと 

を述べ合う。 

・文字や音楽がある映像と文字や

音楽のない映像を比較鑑賞し、

どのような違いがあるのかなど

を読み取り、感じたことや考え

たことを述べ合う。 

 

 

●写真や動画を撮影する際のポイ 

ント（アングル、構図など）

や、動画編集の際のポイント

（スピード感、ゆっくり流す、

カットつなぎ、など）を理解す

る。 

・講師による講演を聴く。 
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知 造形的な視点に着目して、映像

メディアにおける、編集の工夫など

について理解しているかどうか見取

る。できていない子どもに対して動

きや音などの効果を具体的に示しな

がら指導を行う。【発言の内容、ワ

ークシート】 

鑑 動画全体の構成や動きなどの表

現の工夫、作者の心情や表現の意図

と創造的な工夫などについて考えて

いるかどうかを見取る。見方や感じ

方が深まらない子どもに対して、形

や色彩、動きや音などが感情にもた

らす効果などの〔共通事項〕の視点

を示して鑑賞するように指示する。

【発言の内容、ワークシート】 



 徳田氏(株式会社ラフストイッ

ク代表取締役、映像ディレクタ

ー、フォトグラファー)から、

映像作品を制作する上でのポイ

ント（企画→撮影→編集）につ

いて学習する。 

  

〇企画 

  ・目的をはっきりさせる 

  ・誰に向けて作るのか 

  ・撮りたい画をイメージする 

 〇撮影 

・アングルや構図で主題を明

確に 

  ・最適なカメラワークを 

  ・編集を意識して撮る 

 〇編集 

  ・企画にとらわれすぎない 

  ・適切な効果でより伝わりや

すく 

  ・不要な違和感を無くす 
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鑑 子どもが、映像作品における構図

や動き、色の加工などの表現の工夫を

感じ取り、作者の心情や表現の意図と

創造的な工夫などについて考え、見方

や感じ方を深められたかどうかを評価

する。【ワークシート】 

態鑑 子どもが、主体的に映像作品の

形や色彩、動きや光などが感情にもた

らす効果や写真・動画の撮影の工夫な

どを全体のイメージや作風で捉えなが

ら、見方や感じ方を深めようとしてい

るかを評価する。【活動の様子、ワー

クシート、ふりかえり】 

２．発想や構想(２時間) 

 

●主題を生み出す。 

・鑑賞で学習したことを生かしな 

がら、３年間の学校生活で思い 

入れのある場所や自分の思い出 

などから主題を生み出す。 
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態鑑 映像作品に興味や関心をも

ち、編集の工夫などを理解しようと

したり、構図や動き、光などの表現

の工夫や効果などを感じ取ろうとし

たり、作者の表現の意図や創造的な

工夫などについて考えたりしようと

しているかを見取る。できていない

子どもに対して、身近な映像作品を

紹介したり、視聴者の視点に立った

りするように指示する。【活動の様

子、ワークシート、ふりかえり】 

発 ３年間の学校生活で思い入れの

ある場所や自分の思い出を基に主題

を生み出せているかどうかを見取

る。主題が生み出せていない子ども

に対して、３年間の思い出をイメー

ジマップにかくように指示する。

【ワークシート】 

態表 主題を生み出そうとする態度

を見取り、主体的に活動できていな

い子どもに対して、鑑賞の学習での

内容について振り返ったり、３年間

の学校生活で一番印象に残っている

できごとを考えたりするように指示

する。【活動の様子、ワークシー

ト、ふりかえり】 



●構想を練る(写真・動画撮影、

絵コンテ制作)。 

・創出した主題を基に、形や色

彩、動きや光などが感情にもた

らす効果や、写真や動画の撮影

方法、映像全体の演出方法など

を総合的に考え、表現の構想を

練る。 
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発 子どもが、３年間の学校生活で思

い 入れのある場所や自分の思い出な

どから主題を生み出し、形や色彩、動

きや光などが感情にもたらす効果や、

写真や動画の撮影方法、映像全体の演

出方法などを総合的に考え、表現の構

想を練っているか暫定的に評価する。

授業外で、主題や構想の工夫などを記

述したワークシート等と完成作品と併

せて再度見取り、必要に応じて修正す

る。【ワークシート、絵コンテ】 

態表 子どもが、主体的に知識を活用

しながら、発想や構想の学習活動に取

り組もうとする態度を評価する。【ワ

ークシート、絵コンテ、活動の様子、

ふりかえり】 

３．制作(６時間)  

本時３/６時間 

 

●絵コンテで発想や構想したこと 

を基に、自分の想いを伝えるた 

めにカットつなぎや演出などの 

表現方法を追求して、制作の順 

序などを総合的に考えながら、 

見通しをもって表す。 

・形や色彩、動きや光などが感

情にもたらす効果などを生か

し、カットつなぎや演出などの

表現方法を追求して、制作の順

序などを総合的に考えながら、

見通しをもって創造的に表す。

また、制作の途中で、モニター
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発 主題を基に、形や色彩、動きや

光などが感情にもたらす効果や写真

や動画の撮影方法、映像全体の演出

方法などを総合的に考え、表現の構

想を練っているかどうかを見取る。

構想が練れていない子どもに対し

て、再度主題を確認したり、写真や

動画撮影における動きや音と〔共通

事項〕との関連を考えたりするよう

に指示する。【ワークシート、絵コ

ンテ】 

態表 主体的に構想を練ろうとして

いるかを見取り、できていない子ど

もに対して、鑑賞の学習での構図や

動きなどの演出方法の工夫につい

て、作者がどのような意図や想いで

制作しているのか再度考えるように

指示する。【活動の様子、ワークシ

ート、絵コンテ】 

技 形や色彩、動きや光などが感情 

にもたらす効果などをいかし、カッ

トつなぎや演出などの表現方法を追

求して、制作の順序などを総合的に

考えながら表しているかどうかを見

取る。できていない子どもに対し

て、再度、絵コンテの内容を確認し

たり、他の子どもを紹介するなどし

て、表現の工夫について考えたりす

るなどの指導を行う。【制作途中の

作品】 



で映像作品を再生して客観的に

観たり、友達同士でアドバイス

し合ったりしながら、表したい

ものをより一層明確にしていく

ことなどをしながら作品を完成

させる。 
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知・技 作品から、意図に応じて表現

方法を創意工夫して表しているかなど

を見取るとともに、形や色彩、動きや

光などが感情にもたらす効果や写真・

動画の撮影の工夫など全体のイメージ

で捉えることを理解していることを併

せて見取り、知と技を知・技として

一体的に評価する。【作品、ワークシ

ート、絵コンテ】 

態表 子どもが、主体的に取り組み、

形や色彩、動きや光などが感情にもた

らす効果や写真・動画の撮影の工夫な

ど全体のイメージで捉えることを理解

しようとし、見通しをもって意図に応

じて表現方法を工夫して表そうとして

いる態度を評価する。【作品、活動の

様子、ふりかえり】 

４．鑑賞(１時間) 

 

●子どもの作品を相互鑑賞し、お

互いの作品のよさや工夫を感じ

取り、見方や感じ方を深める。 

・お互いの完成した作品を鑑賞

し、自分の想いを伝えるために

どのような工夫をしたのか発表

し合ったり、作者の表現の意図

や創造的な工夫などを考えたり

するなどして、お互いの作品の

よさや表現の効果について、見

方や感じ方を深める。 

・自分の作品をふりかえり、映像

で想いを表現することのよさや
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発 この段階で発想がまとまらない

子どもに対して、思い入れのある場

所と自分の思い出をどのように関連

付けるとよいのか考えたり、カット

つなぎや演出などの表現方法につい

て、他の子どもの作品を鑑賞しなが

ら工夫したりするように指示する。

【制作途中の作品】 

態表 主体的に表現方法を追求した

り、見通しをもって表そうとしたり

している態度を見取る。できていな

い子どもに対して、カットつなぎや

演出方法による印象の違いなどを感

じ取り、表現の工夫についての意欲

を高めるような指導を行う。【制作

途中の作品、活動の様子、ふりかえ

り】 

知 形や色彩、動きや光などの効果

や写真・動画の撮影の工夫を、全体

のイメージで捉えることを理解して

いるかどうかを見取る。できていな

い子どもに対して、鑑賞の学習での

映像作品を例に示すなどの手立てを

講じる。【ワークシート、発言の内

容】 



意義などについて考える。  
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態表 子どもが主体的に作品を鑑賞

し、形や色彩、動きや光などが感情に

もたらす効果や写真・動画の撮影の工

夫などを全体のイメージや作風などで

捉えることを理解しようとし、造形的

なよさや工夫を感じ取ろうとしたり、

作者の心情や表現の意図と創造的な工

夫について考えようとしたりしている

かどうかを評価する。【活動の様子、

ワークシート．ふりかえり】 

＜授業外：題材が終了後＞  

 

知・技
  

 

 

 

 

 

 

鑑 
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知・技 完成作品や表現及び鑑賞のワ

ークシートなどから知・技の評価を再

確認し、必要に応じて修正する。【完

成作品、ワークシート、絵コンテ】 

鑑 作品の造形的なよさや表現の効果

を感じ取り、作者の心情や表現の意

図、創造的な工夫などについて考え、

見方や感じ方が深められているかを電

子ツールやワークシートで見取り評価

する。【電子ツール、ワークシート】 

発 発想や構想について、主題や発

想・構想の工夫などを記述したワーク

シート等を完成作品と併せて再度見取

り、必要に応じて修正する。【完成作

品、ワークシート、絵コンテ】 

 

 

 

鑑 自分の作品のよさや表現の効果

を説明したり、他の子どもの作品の

意図や工夫を考えたりすることなど

ができているかどうかを見取る。で

きていない子どもに対して、作品の

主題や構想を振り返ったり、作者が

想いを伝えるためにどのような工夫

をしているのか考えたりするように

指示する。【ワークシート、電子ツ

ール、発言の内容】 

態鑑 主体的に作品の造形的なよさ

や表現の効果を感じ取ったり、考え

たりしているかどうかを見取る。で

きていない子どもに対して、形や色

彩、動きや光などが感情にもたらす

効果や写真・動画の撮影の工夫、カ

ットつなぎや演出方法の工夫などの

視点で鑑賞するように指示する。

【活動の様子、ワークシート、ふり

かえり】 



６ 本時の学習(７／11時間) 

(1) 目標 

・自分の想いを伝えるために、カットつなぎや構図、色彩や光の性質、再生速度などの表現方法を工

夫して動画を編集することができる。                    （知識及び技能） 

(2) 展開           

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．前時の学習を振り返る。 

・構図を意識しながらもう一度写真と動画をいくつか

撮影し、自分の想いが伝わるものを厳選した。 

・再生速度や色の加工を入れると、感情の変化を表現

できると感じた。 

・場面が変わるときに、カットつなぎの効果を生かす

ことで、鑑賞者を飽きさせない動画にできると感じ

た。 

 

２．本時の学習目標を確認する。 

 

 

 

 

・動画編集の際のポイントを全体で共有し

やすいように、子どものふりかえりをい

くつか紹介する。 

 

 

 

 

 

３．動画編集のポイントを再確認する。 

  再生速度(スロー・早回し) 切り替え効果(トラ

ンジション) カットつなぎ トリミング 構成 

構図 色の加工 動き  

 

４．動画を編集する。 

・動画編集アプリを使用する。 

・必要に応じて、写真や動画を撮り直す。 

・編集途中の動画をモニターに映して鑑賞する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．本時の学習を振り返る。 

・動画をモニターに映して観ると、表現が細かすぎて

わかりにくいところがありました。次回からは、少

し簡略化してみたいです。 

・今日は、友達に動画を観てもらいました。カットつ

・動画編集のポイントを常に意識して制作

できるように、再生速度、切り替え効果

などのキーワードを黒板に貼る。 

 

 

 

・子どもが改善点に気付くことができるよ

うに、編集途中の動画を電子黒板や大型

テレビに映すことで、客観的な視点で視

聴できるような環境にする。 

・必要に応じて、写真や動画を撮り直しに 

行ってもよいことを伝える。 

・他者参照しながら制作するために、クラ

ス全員の作品をクラウドに保存し、いつ

でも視聴できるようにしておく。 

・困っている生徒に対して、もう一度５Ｗ

１Ｈを考えたり、絵コンテを再度確認す

るように促したり、どのような想いを込

めて制作したいのかと問いかけたりす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ふりかえりには、本時の授業で感じたこ

と、考えたこと、学んだこと、次回がんば

りたいことなどを記入するように指示す

る。 

自分の想いが伝わるように、カットつなぎや構図、色の加工や再生速度などを工夫して動画を編集しよう。 

【評価（知識・技能）】 

自分の想いを伝えるために、カットつな

ぎや構図、色彩や光の性質、再生速度な

どの表現方法を工夫して動画を編集して

いる。 

【評価方法】 

編集途中の作品、ふりかえり 



なぎについて、もう少し滑らかに変化するとよいの

ではとアドバイスをもらいました。次回そのアドバ

イスを参考に、修正していきたいです。 

・自分の作品を客観的に観ると、何を伝えたいのかわ

かりにくいなと感じました。写真や動画の切り取り

方や構図を工夫したり、再生速度を変えたりするこ

とによって、自分の想いが伝わりそうなので、次回

改善したいです。 

 

 

(3) 評価 

十分満足できると判断される状況  概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

概ね満足できると判断される状

況に加えて、動画の再生速度や

カットつなぎの仕方における動

画全体の流れ、写真の色彩加工

の見やすさなど、客観的な視点

を取り入れて動画を編集してい

る。 

自分の想いを伝えるために、カ

ットつなぎの効果をいかして写

真を切り替えたり、表現したい

印象や雰囲気に合う色の加工を

したりするなど、表現方法を工

夫して動画を編集している。 

発想や構想の際に考えた５Ｗ１

Ｈをもう一度考えたり、絵コン

テの内容を見直したりしなが

ら、自分の想いを伝えるために

はどのような工夫をすればよい

のか支援する。 

 

 


